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ユーザーにわかりやすい災害情報の発信を目指して

ArcGIS Onlineを活用した災害情報の統合発信

防災科学技術研究所 総合防災情報センター

■概要

国立研究開発法人防災科学技術研究所（以
下、防災科研）総合防災情報センターでは、地
震や風水害、火山等の自然災害が発生した場
合に向けて、防災科研クライシスレスポンスサイ
ト（以下、NIED-CRS）というWebサイトを公開
している。
NIED-CRSは、災害時の情報集約（防災科研
が解析した情報や、様々な機関が発信する災
害情報など）と発信を目的としたWebサイトであ
る。これまで公開したNIED-CRSはポータルサイ
ト(https://crs.bosai.go.jp/)にて確認できる。
NIED-CRSの役割の一つに様 な々災害情報を
地図に表現することが挙げられる。これまでは
他のWeb GISアプリケーションを用いて公開
してきたが、2017年（平成29年）よりArcGIS 
Onlineをベースとしたサイトを公開している。
ArcGIS採用前は、地図に掲載する災害情報
が多様化することでレイヤーの数が増加し、
Webサイトの構造が複雑化したことが課題と

なっていた。また、様々な地理空間情報を目
的別の地図情報（主題図）として表現する方
法も課題だった。ArcGIS Onlineを導入し、
ArcGISストーリーマップやテンプレートを用い
ることで目的別に主題図を作成し、発信するこ
とができるようになった。さらに、ユーザーの閲
覧環境の多様化や変化に合わせた対応も、特
別な開発や設定を行うことなく容易にできるよ
うになった。
今後は、解析した情報や集約した情報を、地
理空間情報のみならず、画像や数値情報、グラ
フ等を統合的に組み合わせることで、よりユー
ザーに役立つ情報発信のあり方の検討を進め
ていく。

■課題

NIED-CRSでは、以前から災害情報を集約し
発信してきた。地理空間情報を用いた情報発
信は2014年（平成26年）の御嶽山噴火より開
始し、Web GISアプリケーションを用いて公開
してきた。
様々な災害情報を地理空間情報として集約・
発信するにつれ、主に次の3点の課題が浮き彫
りになった。

1）	地理空間情報の増加に伴うサイト構造の
複雑化

取り扱う地理空間情報が増加するにつれ、多
くのレイヤーを扱うことになり、1つのマップで
目的の情報にたどり着くことが困難となった。
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また、閲覧者にて情報を選別するリテラシーを
必要とした。そのことから、情報のカテゴリの整
理や、目的毎にユーザーが簡単に閲覧できる
仕組みが求められるようになった。
2） 様々な閲覧環境への対応
PCやスマートフォン、タブレット端末などWeb
サイトの閲覧環境が多様化しており、環境の変
化に合わせる必要があった。
3）	情報量の増加に伴う安定的な情報発信
の困難化

取り扱う情報量の増加に伴い、Web GISを
用いて安定的に情報を発信することに課題が
あった。

■ArcGIS活用の経緯

ArcGIS Onlineを活用することになったポイン
トは主に次の4点である。
1）	カテゴリや目的別の主題図を作成できる
こと

Webマップを用いることで、カテゴリや目的別
の主題図を容易に作成できる。
2） 主題図を体系的に表現できること
ArcGISストーリーマップを用いることで、作成
した主題図をカテゴリや目的別に体系的かつ
容易にWebサイトとして表現できる。
3） 様々な閲覧環境に対応
特別な対応を行うことなく、様々な端末での表
示に動的に対応できる。
4) 即座に使えるテンプレート群
ストーリーマップやテンプレートが複数用意さ
れており、開発行為やコーディングなどのスキ
ルを必要とせずに利用できる。

■課題解決手法

課題解決にあたり、まず、統合的に情報発信
ができるようにNIED-CRSのサイト自体を
ArcGIS Onlineの組織サイトの機能を用いて
構築した。そこへ災害毎に個別のストーリー
マップを構築し、公開した。
また、ストーリーマップテンプレートの選定に

ア等の導入が不要となり、端末や場所を選ぶ
ことなく構築作業を行うことができている。この
点は、迅速にNIED-CRSにて災害情報を提供
する上で重要である。
また、様々な表現ができるアプリケーショ
ン（Web AppBu i lde r  f o r  ArcGIS、
Operations Dashboard for ArcGIS等）が
備わっているため、目的に応じた表現手法を検
討する際に役立っている。

■今後の展望

ArcGIS Onlineを用いることで、体系的な情
報発信を行うことができるようになった。今後
は個別の主題図がよりユーザーの目的や使い
勝手にあった主題図となるように検討を進め
ていく。具体的には、解析した情報や集約した
情報を、地理空間情報のみならず、画像、数値
情報、グラフなど統合的に組み合わせる表現
を検討する。この検討に当たっては、ArcGIS 
Onlineのテンプレートも活用していきたい。

当たっては、膨大な地理空間情報を体系的に
整理し、表現するために、カテゴリや目的別に
表現できるアコーディオン状のメニューが使え
るものを採用した。メニューに掲載する主題図
は、WebマップやWebアプリケーション、Web
サイト等を埋め込み、表現したい目的に応じて
埋め込む内容を変化させ構築している。
　

■効果

ArcGIS Onlineを用いてNIED-CRSを構築、
公開することで、主題図を体系的に表現できる
ようになったことが最も大きな効果である。
例えば、風水害の場合、降水量による浸水や
土砂災害の解析情報(実効雨量)、台風進路情
報などの警戒段階で必要な情報を発信するこ
とができるようになった。また、災害が発生した
場合には、被害状況や被災地の空中・衛星写
真、各災害対応機関の対応情報などの情報を
それぞれの主題図として集約し、たった1つの
URLで情報を共有できるようになった。これに
より警戒段階から発生時の対応まで統合的に
情報発信ができるようになった。
また、災害発生後にNIED-CRSを0から構築す
るのではなく、災害種別毎に最低限必要な情
報をテンプレート化しておくことで、災害発生
時に迅速に情報発信することが可能となった。
さらに、NIED-CRSを構築、運用する環境とし
てオンライン上で完結するため、GISソフトウェ
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